
10 Japan Studies Program（JSP）

課程 授 業 科 目 単位 開講期 対象
学年 備 考 ○印週1回授業

◎印週2回授業春学期 秋学期 その他
基礎科目 Special Lecture Series 2 ○ 2～

専
門
科
目

Japanese Economy Today 4 ◎ 1～
International Business 4 ◎ 1～
Intercultural Communication 4 ◎ 2～
Language in Society 4 ◎ 2～
Japanese History 4 ◎ 2～
Japanese Literature 4 ◎ 2～
Theory of Language & Culture 4 ◎ 2～

課
程 授業科目の名称 単位 開講期 対象

学年
授業形態
（無印は講義） 備考 ○印週1回授業

◎印週2回授業春学期 秋学期 その他

基
礎
前
期

日本語1（文字語彙）A 2 ◎ 1～
日本語1（文字語彙）B 2 ◎ 1～
日本語1（総合）A 2 ◎ 1～
日本語1（総合）B 2 ◎ 1～
日本語1（文章表現） 2 ◎ 1～
日本語1（口頭表現） 1 ○ 1～
日本語1（応用漢字） 1 ○ 1～
日本語1（文法） 1 ○ 1～
日本語1（アカデミックスキル） 1 ○ 1～
日本語1A 1 ○ 1～
日本語1B 1 ○ 1～
日本語1C 1 ○ 1～
日本語1D 1 ○ 1～

基
礎
後
期

日本語2（文字語彙）A 1 ○ ○ 1～
日本語2（文字語彙）B 1 ○ ○ 1～
日本語2（文章表現）A 1 ○ ○ 1～
日本語2（文章表現）B 1 ○ ○ 1～
日本語2（口頭表現） 1 ○ ○ 1～
日本語2（試験対策）A 1 ○ ○ 1～
日本語2（試験対策）B 1 ○ ○ 1～
日本語2（日本語ICT） 1 ○ ○ 1～
アカデミックジャパニーズ 2 ◎ ◎ 1～

通
常
課
程

日本語3（文字語彙）A 1 ○ ○ 1～
日本語3（文字語彙）B 1 ○ ○ 1～
日本語3（文章表現） 1 ○ ○ 1～
日本語3（口頭表現） 1 ○ ○ 1～
日本語3（試験対策） 1 ○ ○ 1～
日本語4（文字語彙）A 1 ○ ○ 1～
日本語4（文字語彙）B 1 ○ ○ 1～
日本語4（文章表現） 1 ○ ○ 1～
日本語4（口頭表現） 1 ○ ○ 1～
日本語4（試験対策） 1 ○ ○ 1～

聖学院大学は、5校のアメリカの大学と4校の韓国の大学と姉妹校提携を結んでおり、提携校の学生は、
一学期間または一年間、本学に留学することができる交換留学制度、「Japan Sutudies Program（JSP）」
がある。Japan Sutudies Program（JSP）として2019年度に開講される科目は下記の通りである。

1．英語で行われる科目
下記科目の講義は全て英語で行われる。英語を母語としない学生は、TOEFL380点以上またはTOEIC

380点以上の取得を条件に履修することができる。なお、履修手続き方法については教務課・学科の指示
に従うこと。

2．日本語科目（外国語としての日本語）
日本語科目はプレイスメント・テストの結果により、ふさわしいレベル分けを行う。
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課程 授 業 科 目 単位 開講期 対象
学年 備 考 ○印週1回授業

◎印週2回授業春学期 秋学期 その他
基
礎
科
目

イングリッシュ・バイブルＡ 2 ○ 2～��
�
隔年開講イングリッシュ・バイブルＢ 2 ○ 2～

専
門
科
目

言語とグローバル社会 4 ◎ 2～
言語学概論 4 ◎ 2～
書道 2 ◎ ◎ 1～
日本文化特殊講義 4 ◎ 3～
日本文学概説 4 ◎ 2～

課程 授 業 科 目 単位 開講期 対象
学年 備 考 ○印週1回授業

◎印週2回授業春学期 秋学期 その他

専
門
科
目

専門演習（キリスト教文化）Ⅰ 1 ○ 2～
専門演習（キリスト教文化）Ⅱ 1 ○ 3～
専門演習（国際理解）Ⅰ 1 ○ 2～
専門演習（国際理解）Ⅱ 1 ○ 3～
卒業研究（キリスト教文化）Ⅰ 1 ○ 3～
卒業研究（キリスト教文化）Ⅱ 1 ○ 4～
卒業研究（国際理解）Ⅰ 1 ○ 3～
卒業研究（国際理解）Ⅱ 1 ○ 4～

3．受講可能な講義科目
日本語による授業だが、宿題は日本語、または英語でも良い（書道以外）。JSPの学生は担当教師の許
可があればこの科目を履修できる。

4．受講可能な演習科目
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